[image: image1.jpg]


[image: image2.emf]News Release



[image: image3.png]“TORAY”

Innovation by Chemistry




平成２０年９月１８日

東レ株式会社

東レの逆浸透膜、アラビア湾沿岸の海水淡水化プラントで相次いで受注

東レ株式会社は海水淡水化用の逆浸透（ＲＯ）膜事業で、アラビア湾（ペルシア湾）沿岸の４箇所の海水淡水化プラント向けに、相次いでＲＯ膜の受注をいたしました。合計造水量は３３．２万ｍ３／日で、いずれも本年度以降の稼働開始予定です。特にフジャイラⅡ海水淡水化プラント（下記①）やシュウェーク海水淡水化プラント（下記②）は、ハンマ海水淡水化プラント（アルジェリア、造水量２０万ｍ３／日）やシュアイバ海水淡水化プラント（サウジアラビア、造水量１５万ｍ３／日）などに引き続いての大型案件の受注となります。

今回受注した場所は、下記４箇所です。カッコ内は（国名、造水量、稼動予定時期）

①フジャイラII海水淡水化プラント

（アラブ首長国連邦、１３．６万ｍ３／日、2009年稼動予定）

②シュウェーク海水淡水化プラント

（クウェート、　　　１３．６万ｍ３／日、2010年稼動予定）

③パール海水淡水化プラント

（カタール、　　　　　３．５万ｍ３／日、2008年稼動予定）

④クァルン・アラム海水淡水化プラント

（オマーン、　　　　　２．５万ｍ３／日、2008年稼動予定）

合計造水量：　３３．２万ｍ３／日
①フジャイラIIはアラブ首長国連邦（UAE）フジャイラ首長国キドファで展開中のフジャイラ２独立淡水化・発電事業（F2 IWPP）の最初のＲＯ法海水淡水化プラントで、仏ヴェオリア（Veolia）社がプラント建設を受注しました。
②シュウェークはクウェート初の大型ＲＯ法海水淡水化プラントで、韓国の斗山重工（Doosan Heavy Industries and Construction）がプラント建設を受注しました。同国には東レのＲＯを納入した世界最大の膜法都市下水再利用プラントであるスレビヤ・プラント（造水量：３２万ｍ３／日）が2005年から順調に稼働しております。
③パールはカタールの首都ドーハの海上に築かれる人工島リゾート地で、プラント建設はUAEのメチート（METITO）社が受注し現在建設中です。本案件は、東レにとって同国プラントへの初納入となります。

④クァルン・アラムはオマーンのクァルン・アラム油田開発用の海水淡水化プラントで、①と同じく仏ヴェオリア（Veolia）社がプラント建設を受注しました。なお、本案件も、東レにとって同国プラントへの初納入となります。

これら四カ国は共にアラビア湾沿岸であり、海水淡水化の技術としては、より難易度が高い地域として知られ、これまでＲＯ法の採用が極めて少ない地域でした。高濃度の海水であること（サウジアラビア西方の紅海側の１．３倍）、３５℃以上の高温であること、高濁質の内陸海水であること等がその要因です。
東レはこの地域で、サウジアラビアでのアル・ジュベイル海水淡水化プラント（＊１）の他、UAEでの離島やリゾート地での海水淡水化プラント等へもＲＯを納入しており、これらの苛酷な海水域での実績を買われて今回の連続受注となりました。

また、東レの海水淡水化分野における造水量換算の累積受注実績は280万ｍ３／日を超え、この分野でのトップシェアとなりました。今後も競合各社とのシェア争いはグローバルに激化すると思われます。
なお、この造水量は凡そ12百万人分の生活用水に相当する水量です。

東レは、引き続きこの地域の他、その他の中東・北アフリカ、中国、インド、オーストラリアなど積極的に受注拡大を図って行く所存です。

以　上

＊注１＝造水量：９．１万ｍ３／日、他社との共同納入で、東レ納入は２．４万ｍ３／日。
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東レ株式会社 広報室　　　　＜　東レホームページ　http://www.toray.co.jp/　＞
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